
（別紙３）

～ 令和8年　10月　9日

（対象者数）    5名 （回答者数）     5名

～ 令和8年　10月　9日

（対象者数）    10 名 （回答者数）10   10  名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

各種研修への参加を通して、スタッフ一人ひとりの知識や技
術の向上を図り、より質の高い支援を提供できる体制づくり
に取り組む。

2

利用児の発達段階や身体状況に応じた活動内容を工夫し、楽
しみながら経験を重ねられる支援を目指していく。

3

スタッフ間との連携を深め、利用児・ご家族のニーズの共有
をすることで、よりきめ細やかな支援の充実を図る。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

利用児や感染症に配慮しつつ、保育園との連携を深め、交流
機会を確保できる様調整していく。

2

3

看護師の配置が充実しているため、利用児一人ひとりに
スタッフが関わる体制があり、医療的ケアを必要とする
児童にも対応できる。

保護者との情報共有を密に行い、利用児の体制や家庭で
の様子を把握すると共に、スタッフ間でも必要な情報を
共有し、職員全体で共通認識を持って支援に当たれるよ
う意識している。

季節に合わせた制作や、活動を取り入れ楽しんで活動に参加で
きる機会を提供している。

季節や行事に合わせた音楽活動や制作活動を行い、室内装飾も
変化を持たせ５感で感じられるよう取り組んでいる。
また気候が良い日にはプール活動やお散歩を行っている。

アットホームな雰囲気の中、利用児・ご家族に寄り添い、安心
して通所できる環境を提供している。

スタッフとの関わりを通して安心感や信頼感系を築けるよう
に、利用児やご家族の気持ちや個性を大切にし、温かな雰囲気
づくりを意識している。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

保育園との交流機会を設けることができず、地域の子供たちと
関わる経験の機会が十分に確保できなかった。

感染症の流行や利用児の体調が安定せず、交流機会を確保する
ことが難しかった。

令和8年　９月　１4日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和8年10月20日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 ふたば

○保護者評価実施期間 令和8年　９月　１4日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表 (児童発達支援）公表


